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JENESYS2020 日ベトナム・オンライン交流 
（日本語・教育・日本文化（サブテーマ：ものづくり））の記録 

 

１． 概要 
【目的】日本や日本語に関心を有するベトナムの青少年が、日本語教育や日本の文化に対する理解

を深めることを通じて、日越間の教育交流を推進し、ベトナムにおける日本語教育の普及や日本語

人材の育成に貢献することを主目的に、本プログラムを実施しました。なお、参加した日本の学生

の一部は、過去の派遣プログラムでベトナムを訪問しており、現地で交流したベトナムの学生との

再会の機会となりました 
 
【参加者】ベトナムの高校生・専門高校生・大学生・大学院生・社会人 計 86 名 
 
【訪問地】和歌山県、東京都 
 
【日程】 
このプログラムは、JENESYS2021 日ベトナム交流（日本語教育の魅力探訪）と合同で実施しまし

た。 

日付 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

2021 年 
9 月 7 日 
和歌山県 

【学校交流】 
和歌山の県立高校 6 校 
（熊野高等学校、粉河高等学校、神

島高等学校、新宮高等学校、橋本高

等学校、日高高等学校）計 20 名 
1. 関係機関挨拶、生徒代表挨拶 
2. 各校プレゼンテーション発表 
3. グループ ディスカッション 
4. 各グループ感想発表 
5. 生徒代表挨拶 
6. 記念撮影 
7. 関係機関挨拶 
8. 閉会の辞 

各校からの発表では、授業や部活、学校行事

等の学校生活、国や地域の魅力等について、

スライドや動画を用いて紹介されました。グ

ループディスカッションでは、テーマに基づ

いた発表を行ったり、英語で会話を楽しんだ

りする姿が見られ、相手国への関心や理解を

深める機会となりました。生徒挨拶では、「対

面交流することは未だ難しいですが、いつか

日本・ベトナムを訪れたいです」との声があ

りました。 

2021 年 
11 月 27 日 
東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 
1. 開会挨拶 
2. JENESYS 概要説明 
3. 講義・スライド視聴  

質疑応答では、日本の安倍～岸田政権の間の

長年の支援に感謝する意を述べる参加者が

複数いました。質問は、敬称の使い分け、両

国の食事の違い、儒教の影響等の文化的側面
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「日本の社会と文化」 
講師：アンドラディ 久美氏 

4. 質疑応答 
5. 集合写真撮影 
6. 閉会 
 

のものから、日本で働くために大事なこと、

日本へ留学する奨学金制度の有無等の日本

での就職・就学関連事項まで多岐に亘り、過

去参加者向けの同窓会の開催有無等まで質

問が寄せられました。 
講義中も、講義内容に関して驚きや感動等の

反応が活発にありました。 
 
２． 記録写真  

  
2021 年 9 月 7 日【学校交流】日本の参加者が学

校紹介を行う様子 
2021 年 9 月 7 日【学校交流】ベトナムの参加者

が学校紹介を行う様子 

  
2021 年 9 月 7 日【学校交流】グループディス

カッションで日本文化を紹介する様子 
2021 年 9 月 7 日【学校交流】集合写真 

 

2021 年 11 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】講

義中の様子 
2021 年 11 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】講

義中の様子 



 

3 
 

  

2021 年 11 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】

質疑応答の様子 
2021 年 11 月 27 日【ウェビナー・質疑応答】

集合写真撮影の様子 
 
３．参加者の感想（抜粋） 
♦ 参加高校生 
素晴らしい経験ができ嬉しかったです。あっという間に時間が過ぎてしまったので、もっと交流し

たかったです。 
 
♦ 参加高校生 
充実したプログラムで、とても楽しい時間でした。 
 
♦ 参加大学生 
非常に有益な講義でした。今まで聞いたことがない日本の文化の特徴について紹介があり、理解を

深めることができました。日本人から見た日本の良いところや日本の食文化の紹介が非常に面白か

ったです。講義の後、参加者から多くの質問が挙げられ、活発な交流の場となりました。先生が丁

寧に答えてくれたことも良かったです。 
 
♦ 参加大学生 
本講義を受けたことで、日本の文化や日本人について理解を深めることができ、大変良かったです。

プログラムの内容は本当に素晴らしかったです。オンライン講義のおかげでベトナムの地方都市に

住んでいる私も含め、多くの人が有益な講義を受けることができ、良かったです。 
 
♦ 参加大学生 
本講義は面白く、有益なことが多く盛り込まれて、大変参考になりました。日本の国、日本の人々の

ことをより近く感じました。講義を受けた後、参加者の人々と仲良くなって交流を続けています。

素晴らしいプログラムをありがとうございました。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
♦ 交流校学生 
ベトナムの学校について、さらに知りたくなりました。もっと英語を話せるようになって、たくさ
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んの人と交流をしたいと思いました。 
 

♦ 交流校教員 
前回の交流（2019 年度派遣プログラムに引率として参加）の際、現地でお会いしたベトナムの生徒

や教育委員会の方も参加しており、オンライン上で再会できて嬉しかったです。 
 
５．参加者の対外発信、報道事例等 

 
 

2021 年 9 月 2021 年 9 月 7 日（和歌山県立粉河

高等学校ホームページ） 
9 月 7 日（火）ベトナム・クアンナム省の高校生

とオンラインで交流しました。 
対日理解促進交流プログラムを活用し、令和 2
年 1 月に和歌山県の他校生徒とともに、本校生

徒もベトナムに派遣され、現地高校生と交流を

行いました。 今回はオンライン交流となりまし

たが、生徒たちは、互いの学校紹介をするなど、

緊張しながらも積極的に交流を深めていまし

た。 

2021 年 9 月 7 日（和歌山県立橋本高等学校ホー

ムページ） 
ベトナム・クアンナム省の高校生と和歌山県高

校生がオンラインによる学校交流を行いまし

た。この事業は外務省が推進する国際交流事業

「対日理解促進交流プログラム」の一環で、県

内 6 校とベトナム 2 校の高校生が参加し、本校

から 5 人の生徒が参加しました。各校の学校紹

介では、橋本市や橋本高校の魅力をパワーポイ

ントで紹介しました。グループディスカッショ

ンでは、ベトナムの学校の様子や食文化や日本

との関わりなどを紹介してもらい、ベトナムの

魅力をたくさん知ることができました。また、

交流は英語で行われたため、コミュニケーショ

ンツールとしての英語の重要性も実感しまし

た。和やかな雰囲気の中でとても充実した交流

となりました。 
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2021 年 9 月 7 日（Facebook） 
9 月 7 日、和歌山県とクアンナム省の高校生が

オンライン交流を行いました。 

和歌山県とクアンナム省の高校生交流は、今回

が 2 回目となります。 
（前回の様子 https://www.vn.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/WakayamakentoQuangNam
hshounokouryukatsudou.html） 
今回、和歌山県からは 6 校 23 名、ベトナムか

らは 2 校 20 名の生徒が参加しました。 
のプレゼンテーションやグループディスカッシ

ョンを通じて、お互いの学校生活や文化等につ

いて学びました。 

  

2021 年 11 月 28 日（Facebook） 
有益な講義でした。日本について良いことをた

くさん知ることができました。 

2021 年 11 月 28 日（Facebook） 

先生、JICE の方々！！素晴らしい講義をありが

とうございました。日本の社会、日本の文化に

ついて楽しく学ぶことができました。 
 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 


